
別記様式12号
早岐警察署協議会第２回会議議事概要

日 時 令和４年４月26日(火) 13時30分～14時30分

場 所 早岐警察署講堂

１ 協議会
矢野会長 市瀬委員 江﨑委員 中島委員 北﨑委員 増本委員
松本委員

出 席 者 ２ 警察署
尾 署長 松竹谷警務課長 藤田交通課長 吉武地域課長
生活安全係長

３ 書 記
警務係長

１ 令和４年１月から令和４年３月までの業務推進状況について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的なニセ電話詐欺被害の防止対策の推進
ア ニセ電話詐欺被害防止に関する「生活安全ニュース」を作成
し、管内自治会等に合計６回発信した。

イ テレビ佐世保出演などによる広報啓発活動を実施した。
ウ ニセ電話詐欺被害防止功労に伴い、エレナ早岐店に署長感謝
状を贈呈した。

会議の状況 (2) 制服を見せる効果的な街頭活動の推進
ア 犯罪・事故等の未然防止に重点指向した警ら活動の推進
（ｱ） 事件発生場所に指向したパトロールの実施
（ｲ） 警察安全相談に基づくパトロールの実施
イ 通学路等における警戒活動の推進

(3) 窃盗事件の捜査強化
住民が身近に感じる「置き引き、自転車盗、万引き」の検挙を

推進した。
(4) ニセ電話詐欺事件の捜査強化と被害拡大防止

早岐警察署管内において架空請求詐欺１件を認知した。
(5) 交通安全教育による広報

管内スーパーマーケットにおいて早岐地区地域交通安全活動推
進委員とともに広報啓発活動を実施した。

(6) 交差点における交通取締りの強化
横断歩行者保護のため、交差点に関連する交通指導取締りを強

化した。
(7) 国際テロ対策の継続推進

ホテル、レンタカー、爆発物原料販売店に対して不審者来店時
の対応訓練を実施するなどの管理者対策を推進した。

(8) 居住外国人対策の推進
管内の外国人技能実習生雇用企業に対し、管理者対策を推進し

た。

２ 令和４年４月から令和４年６月までの業務推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 通学路等における子供の安全確保のための対策の推進
ア 「見守り活動強化の日」の通学路警戒活動の実施
イ 児童を対象とした防犯教室等の開催
ウ 不審者情報等の迅速的確な提供

(2) 管内実態把握活動の推進
(3) 春の行楽期における雑踏事故の防止
ア イベント主催者との連携、指導



イ 雑踏警戒の態勢確保
ウ 雑踏事故防止の広報活動

(4) 窃盗事件の捜査強化
住民の不安要因に繋がる住宅対象の侵入窃盗事件・住居侵入事

件、万引き、色情ねらい、車上ねらいなどの非侵入窃盗事件の検
挙推進

(5) インターネットを利用した詐欺事件の捜査強化
(6) 通学路における交通事故抑止対策の推進
ア 関係機関と連携した子供の見守り活動の強化
イ 通学路における交通違反指導取締りの強化

(7) 国際テロ対策の継続推進
(8) 居住外国人の実態把握

３ 諮問テーマに対する答申について
署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申があった。
(1) 諮問テーマ

効果的なニセ電話詐欺被害防止対策について
(2) 協議会からの答申

矢野会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容
「地域・学校・企業などと連携した被害防止活動の推進」につい
て確認があり、各委員から

ア 老人クラブ、自治会、学校、企業等と連携した広報啓発
活動の推進
(ｱ) 関係箇所へのチラシの配付、ポスターの掲示
(ｲ) 新入生オリエンテーション時の広報
(ｳ) 老人クラブなどとの連携
(ｴ) 高校や大学での若年者に向けた広報活動
イ コンビニエンスストアや銀行と連携した被害防止活動の
推進
(ｱ) コンビニエンスストア・ATMにおける広報強化
(ｲ) ATM設置場所での電話使用禁止対策
(ｳ) ATM等における音声での被害防止広報
（ｴ）宅急便等からの不在メールに対する防犯広報
(ｵ) 年金支給日による広報

について発言があり、全会一致で了承された。

各委員からの提出意見は無し。

提 出 意 見


